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この小稿は筆者がJ'Ji¥任意国しているアメリカ化学工業の経済史的および技

術史的研究のための予備的作業のひとつとして，南北戦争以前のアメリヵ化

学工業の発展を硫駿工業を中心に概観しようとするものである。

一般に理解されているところによれば，化学工業とは生産過程の主要部分

に化学反応を利用する工業の一部門であるとされている。もっとも現実には

化学工業の範聞はきわめて不明確であって，場合によってはかなり使宜的な

取扱いがなされている。たとえば金属精鋭のように，上述の規定にてらせば

あきらかに化学工業のうちに入れられて然るべき部門でありながら，化学工

業に先行して独立の産業部門として成立していたが放に，通常，別仰の部門

として取扱われるものもあれば，また合成繊維ように化学的工程と物理的工

程とがともに生産過程の主要rtrWiとして同一部内内に結合されているものも

ある。このような範聞の不明雌さはひとまずおくとしても化学工業の生産過
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程に適用される化学反応の種類はきわめて多種多様であり，しかも技術の進

歩にともなって絶えずあらたな種類の反応が利用されるようになる。したが

って，化学工業は化学反応を生産過程に利用するという点では共通の本質を

もち，ひ乙つの産業部門として一括され得るにしても，さらにその内部には，

適用される化学反応の種類，あるいはそれと密接な関連をもっ製IR1の種類，

および需要分野，さらには主要原料の種類等によって，さまざまな仕方で分

J1l'f ïïTÍl'~な諸部門を含み，しかもその内部の部門構成は化学工業の発展にした

がって絶えず変化してゆく。

このような多様かつ複雑な内容をもっ虚業部門を考察の対象とする場合，

たとえ特定の一国に眼定したこしても，無差別にその広汎な諸部門のそれぞ

れに，一様な仕方でたち入ることは，それらの諮部門の単なる年代記的紋述

に終り，全体として発展の基水的方向を見失う危険をともなうであろう。タJ

論，化学工業史の究極的な目標としては，化学工業を結成するすべての部門

について，そのおのおのの発展を追究しつつ，同時に諸1i1¥門相互間の内面的

諮関連の綿ぞれ:な分析を通じて，全体をつらぬく発展の基本的方向とその特質

を明確に把握し得るような立体的絞j$をめざすべきであろうが，しかし本稿

のように研究の出発にあたって，アメリカ化学工業の初期の発展のいわば素

描をおこなうことを自的とする場合には，あらかじめ発展の基本的方向をよ

りよく見通し得るような特定の部門に限定して，それを中心に考察をすすめ

る方がより目的にかなうのではないかと考えられる。

本稿においてアメリカ化学工業の発展の概観を意悶しながら特定の一部[11]

'>a:中心に考察しようとするのはこのように理由にもこづくものである。しか

し，それだけでは実は何故に流階工業という部門をとくに選ぶのかという点

はあきらかにはならないであろう。硫酸は化学工業製品のうちでももっとも

本礎的な，そしてまたもっとも大量的に生産される化学薬品のひとつであり，

その生産高はしばしば一割の化学工業の発展の尺度であるといわれる。この

ことはそれなりに意味があるのであるが， しかし硫酸工業の成立以来，現代

に王るまで してそれが化学工業の発援を正確に示す尺度であるとはし、ぇ
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ないであろう。現代の化学工業にあっては硫酸工業はすでに化学工業のもっ

とも発展的な函を代表する部門とはし、し、難し、からである。すなわち，硫酸工

業が化学工業のもっとも発展的なl閣を代表していたのは化学工業の発達史の

特定の一段階においてであった。近代化学工業は，まずイギリスにおいて産業

革命にともなう綿工業の急速な発展により創出された繊維の化学的処理工程

のための化学製品に対ーする老夫な需要に対応して出現した。このようにして

成立したイギリス化学工業はのちにみるように鉛護法{硫酸を起点として，そ

れと街援な1:)(']迎をもっルプラン法ソー夕、， I!rJl，粉の三部門がその 1[~~怜自11門をな

していたのそしてこのようなイギリス化学工業が191Jl:紀の70年代ないし80年

代までに位界市場を支配し，やがてこのイギリスの地位は新興の合成染料工

業をmß~ として急速に発展しつつあったドイツ化学工業によってとってかわ

られるのである。したがって硫酸二[業を'1二!心に考察することにより，ー閣の

化学工業の発展の基本的方向をもっともよく把掘し得るのは，この近代化学

工業の発展の第一段階においてである。

アメリカはここで対象とするH剖聞には，いうまでもなく化学工業の分野で

も後進国であって，その成立および発展は先進国からの技術の導入移櫛によ

りおしすすめられてきた。したがって，この部門を中心に考察することによ

り，アメリカの化学工業が近代化学工業の発展の第一段階をどのような仕方

で経過したか。またその際にアメリカの特殊諸条件の作用が先進国とどのよ

うなl~-e ことなった発展をもたらしたかをあきらかにすることが可能となる

であろうつ

なお，ここでひとことつけくわえれば，鉛室法硫駿工業をもって近代化学

工業の起点とする見解が現在ではほぼ通説をなしているが(1)，何をもって近

代的にするかは実はあまり明確ではないようである。鉛室法硫酸の出現 07

46年)当時には硫酸の化学的組成(2)そのものも未だあきらかにされておらず，

いわんや鉛室内部の反応機構ωについてはまったく解明されていなかった。

したがってそこではi:f:1位以米おこなわれていた経験的方法から質的に飛躍し

たあらたな原理のj商用はまったくみとめられない。また装隠そのものも従うlZ
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ガラス製，または土器製で、あった反応容器を鉛製にかえただけで，物理的加

工部門におけるマニュファクチュプから工場工業への発展に際しての道具に

かわる機械に対比されるような変化もみとめられない。したがって鉛室法出

現の意義はそこに従来とは質的にことなる新しい技術の発展があったという

点にではなく，むしろ，土器またはガラス製の反応容器にかえて，鉛室を採

用することにより従来の装置の材質による制約を打破して，その内容J寅を飛

躍的に増大することにより，産業主存命にともなう綿工業をに|こ!心する工業諸部

l'うからの化学製品の大量の需要に対応することを可能にした点にあるといえ

よう。そしてそれが近代化学工業の起点といわれるのもこのような点にもと

づくと考えるのが奈当であろう。

〔討:J

(1) たとえば、渡辺徳二編 現代日本産業発迷史 XIII 化学工業 P.6 

(2) 硫酸の化学的組成は1777年にラボアジェにより確夜、された。 J.R Partington， 

A Short History of Chemistry， p. 130. 

(3) 鉛家内の反応機構とくに窪索機化物の役割については ClementとDesormes

によって1806年にほぼその法本的な機構が解明された。 F. S. Taylor， A His-

tory of Industrial Chemistry， p. 188. 

1 産業革命と化学工業

周知のように産業革命は綿工業を1=/=1心として機械11，U生産の成立をもたらし
た。綿工業の生産諸工程には漂白，染色，洗浄などの化学的工程がふくまれ，

漂白剤，染料，媒染剤，洗剤のような補助材料がもちいられるのこの目的に

は，従来はおおむね各種の天然物質がもちいられてきたの綿工業における機

械制生産の成立と発展は当然その生産量の飛躍的増大となり，それらの化学

的諸工程に使用される各種の補助材料の使用量のいちじるしい増加となって

あらわれる。そして従来利用されてきた天然物質にかわるより効果的かつ低

牒な化学製品の供給がもとめられるようになるわ

世界で最初に産業革命を続過したイギリスでは，まず18世紀仁ICj~実に繊維の
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漂白工程への硫酸の利用がはじまり，それに対略して1746年に JohnRoeb… 

uckの考案した鉛室法硫酸工業が急速に普及した。この方法は鉛の簿板を

鋲打ちにより接合してつくったいわゆる鉛室の中に統黄を硝石とともに燃焼

させ，生成する三酸化硫黄を鉛室の床面に張った水に吸収させて稀薄な硫般

を得て，これを濃縮して製品とする方法であったが，その原理そのものはrjこ!

世以来，手工業的におこなわれていた方法となんら変るものではなく(lにま

た反応機構とくに硝石から発生する窒素酸化物の三酸化硫黄の生成にかかわ

る役割についての科学的な解明がなされないまま経験的に実施されたものあ

って，その志、味からすれば，これに化学校術の発展の上で、大きな意義を与え

ることはできない。鉛室法の出現の意義はむしろ，それが従来の土器製また

はガラス製の装援の制約を打破して，装置の内容積を飛躍的に増大すること

を可能にし大量生産とそれにもとづく原{illiの大幅な引下げ(2)を通じて，

革命の進展にともない急速に拡大しつつあった硫酸の要に対応することを

1可能にした点にあった。

繊維製品の漂白工程は，これに続いて塩素の利用によりさらに改良された。

胤紫は1774年にスエーデンの化学者c.W. Sch巴巴leによって発見され，そ

の漂白作用は1786年にフランスの化学者C.L. Berthollet らにより縦認さ

れたω。この発見はただちに工業的に応用され， 1787年には早くもスコット

ランドで漂白工程への塩素の利用が試みられた。当初は塩素を気体のままも

ちいたが，その取扱いの不便さを除去するために多くの試みがなされたのち

1797年に梅素を消石灰に吸収させいわゆるiHJli粉とする方法がスコットラン

ドの C.Tennantにより考案され工業化されたの晦索およびIIrJs粉の~1j~自工程

への適用は，硫酸の利用とともに，この工程を大幅に綬縮することを可能に

した。従来の方法では数カ月を要した綿製品や亜麻製品の漂白工程は I週間

以内に完了するようになったといわれる伸。当時の温索の製造法は二酸化マ

ンガン(軟マンガン鉱として天然に存在)の存在下に，食塩に硫酸を作用させ

る方法であったから，硫離はこの漂白法についても密接なかかわりをもった。

繊維製品の漂白や洗浄にいまひとつ不可欠なものは，ソーダまたはカりな
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どの通称でよばれるアルカリ性物質である。この目的のためには従米から木

灰またはその浸11:¥液を結lli111させたもの((potash，炭倣カリウムが主成分〉

海藻灰 (kelp，炭酸ナトリウムが主成分)，ある穏の海辺植物の灰 (barilla，

炭般ナトリウムが主成分〉などが主としてもちいられてきたっ綿工業の発展

は当然、これからの使用量を急増させ，さらに産業革命にともなう都市の生活

様式の変化を通じて，ソーダやカリな原料とする石l捻やガラス工業の発展を

促進した。その結果，従来の供給源はこの急激な需要の土普天に対応し得ず，

これにかわるより大量的な製造法の出現が要求されるようになったσ18佐紀

の後半にはこのための多くの試みがなされたが， フランスの N.Leblanc 

により工業的に実施可能な方法が開発され， 1791年に最初にフランス

化された。このいわゆるルプラン法は食塩を硫酸で処理して硫酸ナトリウム

とし，これを木炭(のちには石炭〉および石灰石とともに蝦焼して得られる

炭隊、ナトリウムと硫化カルシウムの混合物から炭酸ナトリウムを水で浸出し

製品とする方法であった(5)。この製品が炭酸ソーダまたは単にソーダと通常

よばれているものであるれルプラン法はまもなくイギリスに導入されたが，

当初は原料塩に対する高率の課税がその発展の障害となり，従米使用されて

いた海藻灰などを駆逐するまで主らなかったが， 1825年にこれが撤廃され，

それ以後急速な発展を示し，織物性プルカザを完全に駆逐した向。なお当初

は硫化カルシウムとの混合物のまま奴売されていたようであるが， 1830年こ

ろまでには浸出液をlilt縮結品化させたものを蝦焼した白色粉末状のソー夕、阪

とそれをさらに水に溶解して再結品させた結品ソー夕、、の二種の製品に標準化

されたの。また 1850年以降には浸出液を消石氏でも7性化して筒iられる J出生

ソーダも大量に生産されるようになったο

繊維工業の重要なー工程である染色工程も多くの種類の化学製品を必要と

するの染料そのものは 19世紀後半の合成染料の出現まではなお織物性また

は動物性の天然染料がその大部分を占めたが，これらの天然染料の加工処理

や媒染剤，染色助剤として金属晦類その他各種の化学薬品がもちいられてい

た。したがって綿工業の発展は当然これらの使用量のいちじるしい増加をも
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たらし，その製造j~i)I"j の発肢を促進したのこのような綿工業の発展に促進さ

れた化学工業の発展は同時に，大量生産と技術改良によるその製品のillli格低

下を通じて，繊維処理以外，さまざまな工業諸部門，たとえば製紙，ガラス，

石紛，金属加工などにおける化学製品の適用組問を肱大L，その使用量を増

加させたの

このようにイギリス化学工業は綿工業をiごい心とするイギリスの産業資本の

確立に対応して，およそ 1830年ころから急速な発展を示した。 1820年ころ

のイギリスは約3，000トンの硫酸，数百トンのソーダ、を年々生産していたに

すぎないといわれるが， 1852年には，主要な 27企業についての統計で，ソ

ーダ、!凡 72，200トン，結171ソーダ， 61， 000トン， IIvlii分， 13，000トンが生産さ

れ，労働者数は6，326名であり，この間の約 30年間の急速な発展がうかが

われる(的。化学製I%の輸出もおよそこのころから急速に増加し， 1847年のソ

ーダ輸出量は 16，500トンであったが， 1855年には53，200トンとなり， 間

内生産高の四分のーないし三分のーが輸出されていたといわれている。さら

に 1878年にはソーダ灰，結iitiソーダ ::Nf性ソーダの生産高合計は約 48万ト

ン， 1料粉約 10万トンであり，輸出はプノレカリが約28万トン，ihlg粉が5万300

トンであった。そのうちアルカリ 12万トン， 11114粉 2万6，000トンがアメリカ

向けであった(10)。当時のドイツのプルカリ生産高は約4万トン。フランスの

それは約10万トンであったから(11) このイギリスの化学ι業の圧倒的な鑑位

がしられるのであろうの

このようにしてイギリス化学工業は，世界で最初に産業革命を経過してい

わゆる l世界の工場として発牒~つづける I~I 閣の綿工業が創出した広大な閣内

市場を完全に支配しただけでなく，化学工業の分野においての世界の工場と

して後進資本主義国の化学工業に対してきわめて優越した地位をもつに主っ

た。そしてこの地位は191J:t紀末，新興の合成染料工業主ど基盤として急速に成

長したドイツによって奪われるまで続いたのである。

ところでこのようなイギリス化学工業の発展に際して，その恭幹部門をな

したのは上述の鉛室法統酸，ルプラン法ソーダ， Rplj紛の三部門で、あった。こ
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のことは単に，この三部門が多くの化学工業の諸音111"jのうちで，きわだって

大きな生産高をもっていたという意味だけではない。{硫酸を中心として，こ

れにもっとも街按な関連をもって，ソー夕、、およびII~~粉の二部門が技術的には

もとより，資本的にも結合さJL'それをとりまいて，各種の化学製品部門が

位置するという形で，化学工業全体が編成さわしてし、たのであるつさきに述べ

たようにルプラン法ソーダもIIIJli粉もともに硫酸と食塩を主原料とする。原料

の I~l 給と共通原料からの製品の多様化は副産物の合理的利用とあいまって，

大量生産による原料コストの引下げや市場条件の変化に対するより弾力的な

対応可能性という点から，化学工業資本にとって果ましいとされるから，当

然この三部門は同一資本によって結合される必然性をもっている。とくに19

世紀後半にはルプラン法で副生する塩化水素からIWli粉製造用の塩素をつくる

ようになったから，この三部門の関連はさらに密接になった(12)。

このような鉛室法硫酸，ノレプラン法ソーダ肉粉の三部門を中核とするイ

ギリス化学工業が，およそ1870年代まで世界市場を支配し，かかる条件下に

フランス， ドイツ，アメリカなどの諸問における化学工業の成立，発展がJ並

行ーしたのである。

〔註〕

(1) 鉛室法以前の硫倣製造法はこと探またはガラス製の釣銭:りこ容総の Fで{流試を燃焼

させ，容器のl付而に凝結する硫織をその一端からltJi集する方法であった。 17lli:紀

に硫黄に硝石を加えることにより収f立を治加lするブj法が発見された。さらに17

36年にイギリスの底的 ]oshuaWardは従来の釣鎖状容認にかえてより容績の

大きいフラスコ状のガラス容総をも bいた。

これとは別に緑努(硫倣第一欽)を強支払してその一部を三般化統誌とし，これ

を水に吸収させて硫酸とする方法もおこなわれたが，この製品はがj述の方法で得

られたものとは別の物質であると考えられていた。なおこの後者による硫綬製造

法は鈴室法では得られない発燦硫般を得ることが可能で、あったため， 19111:紀末に

接触法硫酸が出現するまで，南ドイツ地方で生産されていた。

L. F.日aber，Th巴 ChemicalIndustry during Nin巴t巴巴nth C巴ntury，pp. 

1~2 ， Taylor， op. cit. pp. 97~99 

(2) 釣銭状容器による硫散は1オンス当り 1シザンク 6ベンスないし 2シリング6

ペンスで販売されたが Wardの方法によると 1封度当り同ーの指針各となり，
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さらに Roebuckの鈴宗法では 18¥lt紀末ごろ 1封度当り 3%，ペンスないし4ペ

ンスになった。 Haber，op. cit. pp. 3~4. 

(3) Partington， op， p. 155， p. 185， 

(4) Haber¥op， cit. pp. 8~9. 

(5) ibid. pp. 5~8. 

(6) ibid. p. 11. 

(7) Taylor， op. cit. P. 184 

(8) Haber， op. cit. p. 253. 

(9) ibid. p. 10， p. 18. 

(lq ibid. p. 14. 

社1) ibid p. 110， p目 123.

(12) ibid. PP .97~98 ， Tay1or， op. cit. pp. 413~414. 

耳 アメリカにおける硫酸工業の成立

独立戦争によりアメリカは，政治的にはイギリスの支配から離脱したもの

の，経済的にはなお後進農業開であり，工業製品については操業と米分化の

léj 給的な家内工業合別とすれ.~i ， その大部分在イギリスからの輸入に依存す

る状態であったっ化学製i弘についてみると，当時，アメリカで生産されてい

たといわれるのは，キa製炭酸カリウム，天然hif)j日航，木タール，ピッチ，タン
ニン，硝石などであって，しかも，その製造法はきわめて原始的で、あり，多

くは農業または林梁と結合した形でおこなわれていたのこれ以外の化学製1171

たとえば明務，顔料館，医薬などは，ほぼ全Tffi的に輸入に依存していた(1)

したがって，さきに述べたような意味における近代化学工業は当時。のプメリ

カにはまったく存夜しなかった。しかしながら，農産物の輪出，工業製品の輪

入という外悶貿易関係を通じて， WWfj~b経済が次第に浸透し， i?o人資本による

貨幣財産の集積と他方における直接生産者からの生産手段の分離過程が，さ

まざまな経済政策により促進されつつ進行し，資本制生産の前提諸条件が形

成された。そして，このような事情のもとで，先進国イギリスからもまず機

械制綿工業が導入された。綿工業における発展は，他の工業諸部門での近代
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的生産の導入を促進し，ほぼ19tu:紀中主にはアメリカにおける産業資本の確

)lの~;生成されたっアメリカ化学工業の成立もこのような過程のうちに開始さ

hたハ

1830年ころの抗定によると，アメリカでは化学工業の ιJi:業所数は約30，そ

の資本額は1，158，000ドル，年生産額は 100万ドル以上とし、ゎjノc，生産，hjI=! 

には硫酸，硝1&変，塩酸などの無機駿，明容，総繁などの媒染剤。各種の顔料

実l~があげられていた(2)。当時最大の化学製品消費f:ilí門と考えられる綿工業は

1831年の紡鋭数 120万針。綿花消費量7，780):I$s度から， 1860年にはそれ

ぞれ520万鋭， 4 {;迂2，270万封度と急速な成長をとげたが，化学工業もそ

れに対応して 1860年には事業所数84，資本額3，276，800ドル，労働者数1，

529名，生産額4，705，741ト、ルとかなりの治加を示している (3)。第 1表(りは

1860年のアメリカの全工業iードに占める主要工業部門および化学関連部門の相

対的比重をみるために，生産額で上位8位までの諸部門と化学工業および主

要な化学製品の消費部門と考えられる 7部門を選んで比較したものである O

これによると化学工業のアメリカの工業全体に占める比重はさきほと"7'-きい

ものとはいえない。イギリスその他の先進諸悶の化学工業との比較は適当な

統計が得られないので除!難であるが，さきに引用した1852年のイギリス化学

の主要企業についての数字のうち，直接に比較可能な労働者数をとって

対照してみると， 1852年のイギリスのそれが6，326名であるのに対して， 18 

60年のアメリカ化学工業の全全労働者数は 1，529名で約割分のーである。し

かもこのイギリスについての数字は前述のように主要な企業に限られている

から，尚子訟のm僕のJ、日j主は，この数字が)Jミナ以上のものと考えてよいであろ
うコまた直接の比較を示すものではないが， 1861年のアメリカの化学製品の

輸入額のうち， ソー夕、、灰は1，156， 191ドノ1.-， 1l!llj紛は246，048ドルと(6)，この

二品尽のみの輸入額が1860年のアメリカ化学工業の全生産棋の三分の ~~~jに

相当し，しかものちにふれるようにこの二品目はこのころまでほとんどアメ

リカでは生産されていなかった。

以上のことから少くとも次のようにいってよいであろう o すなわち，アメ
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第 1表 :主要工業および化学関辿部門の規模 0860年〉

1 1 'l1:業所

部 ド'] I事業所数|労働者数|生政復f1資本則旦ク司法I -=--J 1./1":' Jl UA  I /) ])-IJ-1-::1 ux...::L. ，~t.. 1tH I j.--~ '-1"" IlH I労倒生国ネ:
ie，者台認数劉(1綴 匁知i 

つt平j戸--[ ;\~ζ汀一盃 1五:三L47:7刃j
製 将粉} 栄 ! 札 8吋 27，6ω臨8幻21 加、，58臼捌8叫0: 8邸4ι川'ふ5悶筋吋i 2ぷ: 凶

1~~':::1 ~1.:'::J ~~'::] 1~=1 
総工業、叫 m ，mil札制拡時 103

j
1061 

製材業 20，1651 旬、5951 104， 928! 76.6431 4) 51 4 

鉄工業 2，判川町批判 mq制 43，35 

製靴業| 倒 91，889! 23， 358[ 9: 7: 

男子服製造業( ι;~~I ~~;:副 別:mll m46129!2017 
( Jil  lji  

製本業 5，18副 26，246; 75，印9i 39，026 5: 15. 

キ宅工業! 1，26司 43，7381 65，5961 34，093134152; 25 

製紙業 5551 10，9n1 21，2111 比 odm1d25
右険，ろうそノ f'11) 0 OH"71 10 Arrl r" ()Anl 1':'1 0r.1 
製 造 業1 叫 3唱叫 18，465i u判 5j30110
ガラス製造業 1121 10 ， 01~ 8 ， 77~ ぷ '70: 
|li'i'11:  

鈴自製 j告梁 361 994， 5，3801 刻 q 

深 ι向!染色業! 吋 3，203初m3il 3'鯛96蜘6倒副~I 2 、泊幻 ~I 31! 3必j23 
阪薬 lAiLV川j/:

ぺイン l製造栄; 叫 町 2丸口，5悶 1，ぷ訓6臼叫l

その{他出の;部1濡l門とも 1 AII ，10..1 1 011 ()At:'1 1 OOC 01:.''11 1 f¥fifi or:::cl 01 101 
号j." I 、43311、311、24611，885，8621 1噌009，8551 91 叫 7

リカ化学工業は191世紀中葉まで一応の成立をみたものの，その規模はなおき

わめて短小であり，しかもソーダおよび11tH;粉のような!ft:裂な化学製imについ

ては悶内rlO坊をなお輸入品によって支配されてL、る状態であったっ

このような当時のアメリカ化学工業の中心をなしたのは鉛安法{氏自主であっ

たっ W.Haynesによればフィラデルフィアの JohnHarrisonが1793年に鉛

室法硫酸の製造を開始したのがアメリカに導入された綾子ゾJの事例である(的内

これ以後 1860年ころまでの硫酸製造企業主ど Haynesの記述から姶い出して

列挙すると第2表のようになるの。この表には Haynesの記述のなかで

やや疑しいものは省いており，すべての事例を網羅したものとはいい難い
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第2表

経済学t研究第21巻 ts1分

1860年以前の硫酸工場

社名また経営者名

J ohn Harrison 

John Hunt 

Samue1 With日rills，S1'. 
& Jr. 

N. Y. Chemica1 Man-
ufacturing Co. 

Farr & Kun:-;j 

Luth巴1・Dana

Char1es Lennig 

Mary1and Chell1ica1 
羽Torks

Ba1till1ore Chemica1 
Manufactory 

Davison， Kett1巴well
& Co. 

Marlin Kalbf1eiscb 

Eu日eneRall1iro Gras-
selli 

Hudson Riv巴r Dye 
羽ToodWorks 

Marsh & Harwoocl 

Ta1bot Dye Works 

Robert B. Eaton 

Meyer，Landis & Co 

Merrimac Manufac 
turing Co 

A1exander Cochran 

シンシナティ

Bellerica (マサチュ
ーセ V ツ州)

Woburn (マサチュー I1863年 Menimac
セヅツ州に合併

工場所在地|備

1812 

ブィラ7二、ノLブィア

SaJem (マサチューセ
ヅツ州)

よミ考

1917年 cluPontに
合併

1844年以降事業縮
小1850年閉鎖

1920年 Rohm& 
Haasに合併

1899iF General 
Chemica1に統合

1928年 duPontに
合併

1899年 GeneraJ
Chemicalに統合
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1812 フィラデノレフィア

1823 Iニューヨーク

1825 フィラデノレフィア

1826 
Wa1tham (マサチュ
ーモッツ州)

が，アメリカへの鉛室法硫酸の導入の概況はこれから知り得るであろう。こ

れらの地域的分布をみると，中部大西洋岸諸州およびニューイングランドに

1829 Iフィラデノレフィア

1829 Iパノレチモア

1829 Iパノレチモア

1832 Iパノレチモア

1835 
Bridgeport (コネチカ
γ トチト1)

1839 シンシナティ

1843 
Shaclysicle (ニュージ
ャージィチ1'1)

1845 

1849 

1853 

1853 !→Fンフランシスコ

1853 

1859 
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集中している。当時は，硫酸はもっぱら藤巻きのガラス容探詰(¥;、わゆる

carboy)で販売されていたから，その長距離輸送はきわめて国難であった。

したがって硫酸工場はおおむね消費地に近接して位躍するのが通例であり，

この地峨的分布の状況は繊維工業を中心とする化学製品の大量消費部門の分

布に照応するものであろう。

このころのアメリカ化学工業の最大の中心地はフィラデルフィアで， 1857 

年に少くとも10工場が存在し，その資本額は合計250万ド‘ル，年生産量はluit

限 5，600トン， 明書挙2，700トン，塩限2，000トン， 総務2，000トン，硝酸 1，

100トンに迷し，そのための原料の年消費量は硫策 2，160トン，硝石360トン，

食塩1，350トンであったといわれている問。フィラデルフィアについでニュ

ーヨークが火きな地伎を占めた。 なお1853年のサンフランシスコの Meyer，

Landis & Co.は太平洋岸での最初の硫酸工場であるが，これはゴールドラ

ッシュにともなうこの地域での金精錬HJの布要に主として対応するものであ

った。

ところで，このような硫酸製造企業がどのような経過でこの分野に進出し

たが，その規模や生産数量，製品の流通経路などの突態については不明な点

が多いが，民)r片的な史料からま11られる限りを控現してみると以下のようにな

る。

まず企業形態は1181人企業またはノ4ートナーシップが大部分を15めていた。

この点は同じように先進悶イギリスからの技術を導入して出発しながら，未

発達な資本蓄積の下で一挙にi高い生産力水準の突現のために株式会社形態が

最初から採用された綿工業とは対照的である。その理由はおそらくのちにも

再びふれるように， ME般はその化学的性質のil次に，船自(1の積荷と Lてきわめ

て危険なため，とくに高い運賃が課せられたが， このことがイギリスから輸

入される硫酸との競争をかなり遮断するよう作用したとjBわれる。その結果

アメリカの製造業者にとっては，相対的に低い技術水準や小さな生産規模を

もってしてもなお対抗が可能であったためと考えられる。

このような硫酸製造業者たらがどのような経過でこの分野に.iffilllを国った
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のか，あるいはまたその投じた資金はどのようにして調達されたのかについ

ては不明の点が多いのであるが，それまで化学薬品，医薬，天然染料などを

取扱っていた高人が次第にそれらの耳石l詰の製造を試みるようになり，そのひ

とつとしで硫酸製造に進出した事例が比較的多いようである。元来，当II~'の

薬剤商の取扱う範掴はきわめてひろし本来の医薬のほか工業用薬IEl類，染

料，塗料，顔料隠類，文房具その他きわめて種々雑多な高1¥71'ae取引きして

いたρ 硫酸は古くから医薬，製薬用，賃金属分析用などに用いられていたか

ら，その数量は不明であるが，輸入品の硫酸の販売はおそらく以前から彼ら

によってなされていたと考えられる。彼らは当然にその7併合関係や市況につ

いて熟知IL得る立場にあったし，その製造投術についても知識を得る機会は

多かったであろう。このような商人がその商業活動を通じて蓄積した資金の

あらたな投資対象として生産部商への進出をはかったものと考えられるのそ

の場合， 19世紀初頭の対英紛争にともなう輸入社絶，工業製品の価格高騰は

大きな誘因になったと想像される。このタイプに属するものとしては前掲第

2表のうち， John Harrison， John Hunt， Samuel Wetherills， Farr & 

Kunzi， Robert Eatonらがあげられる。

Harrisonはフィラテ、ルフィアの富裕な商人の，@，Tーで!日jt也の薬剤i尚のもと

で徒弟として勤めたのち，化学を学ぶため 2年間ヨーロツノζに渡り， 1792年

に帰国後 SamuelBettonとパートナーシップを設立し，フィラデルブィア

で薬剤および化学製品の卸しおよび小売りを開業したが， 1793年に小規模な

鉛室を設けて硫酸製造を開始した。当時の生産量は年産約20トンていどの小

規模なもので，その用途は医薬用(外科用医薬かあるいは製薬用と推測され

る〉であり 1ポンド当り 40セントで販売されたといわれる。 1801玉下品に

Bettonとのパートナーシップを解散し以後 Harrison はもっぱら化学薬lGl

類の製造をおこない， 1807年には大規撲な鉛室を建設したっこの鉛室はl幅お

よび高さが18フィート，長さ50フィートで当時のイギリスの水準からみても

かなりな規模のものであり，これより流離の年産能力は約230トンとなり，

l封度当り 15セントで販売された。当時イギリスでのMt駿価格は l封度当り
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φ8セントに相当したといわれるが，輸送貨を考慮に入れれば，この側絡で充

分に輸入品と対j:/け』ることができたと考えられる。な主，，1814{jニには硫酸の浪

縮j有に向金製の浪縮器が設置されたが，これはイギリスでこの装置が普及し

た年代に約四年連れただけであったω。さらに Harrisonは製造品目の範閤を

鉛 I~I などの顔料や明禁， ~mt磐などの媒染剤に拡X し， 1917年にduPontに

合併されるまでプメリカの主要な化学企業のひとつとして存続したの

John狂untはマサチューセッツリ十ISalemて誌を剤if'fiを営んでいたが 1812

年に付近の製造業の;jJ裂に応じるため小規模な化学製品の製造所を設け， 1ifrt 

r唆，塩酸， l，irlj酸，顔料見終などを製造した。 1812年の対英戦争による愉入

社絶がおそらくその動機になったと考えられる。戦争中には事業は繁栄し，

硫隙とIJJi饗の生産量は週にそれぞれ5，000封度(年産約80トン〉に達したと

いわれるが， ii没後の輸入再1mにより打撃を受け閉鎖されたようであるの

Samuel Wetherill父子は1785年にフィラテ、ルフィアに薬剤尚を聞き，大

規模に染料および顔料類の取引きをおこなっていたが， 1804年に鉛;与の製造

を開始し，さらに1812年ころ硫酸や庖酸その他の化学製!日lを生産した。しか

しこの企業は主として顔料煩を主たる製造ihI 目として，硫倣製造の分~!fでは

さきほどの発展は示さなかったようである。

Farr & Kunziはイギリス人 JohnFarrとスイス人 AbrahamKunziと

により 1812年にブィラデルブィアに設合:されたノ4ートナーシップであるが

この二人はともに薬剤師であり，当初はもっぱら医薬品の製造をおこなって

いた。 1822年ころから硫酸キニーネを製造しているが， これはアメリカで

最初といわれている。おそらくは製薬に必要な際料 I~j 給のための忠われる

が(10) 18251[三から硫酸の生産をおこなっており，以後， g~ 酸，硝酸， i:M利

臨，総~主，明終，硫般キニーネ，水銀剤等多くの種の製品を生成したが，

主要な:~n企業分野は医薬品であった。 t11j設者の引退後，企業の名称はしばしば

変ったが永くアメリカ製薬業界の有力企業として存続した。

Robert Eaton I工ボストンの化学薬!日lの輸入尚人であったが， 1853{j之にマ



238 (238) 経済学研究第21巻第1号

サチューセッツ州 Woburnで硫酸および染色用の金属塩類の製造を開始し

た。これはあきらかに同地方の綿工業を主たる対象としたものと考えられ

る。 この企業は 1863年に後述の MerriacManufacturing Co.の化学部門

と合併した。

以上のほか， 1823年に設立された NewYork Chemical Manutuacturing 

Co.の発起人の中心となった JohnMorrison もこのタイプに属する。 Mo

rrisonはニューヨークに応舗と小規模な製薬工場をもっ当時有名な薬部問屋

であったが，より大規模な化学製品の製造を意図して|司社の設立を計両し

たσ この会社はさ当日寺の化学工業では例外的な株式会社形態を採用しただけ』で

なく，資本金も50万ドルであり，この点でも例外的な存在であった。製造11J3

rIは硫酸，硝階，ゆj磐， 1111.饗などの化学薬品や昇7Jと， 'IJ;.Jミその他医薬品，染

料，ペイントなど広い範間にわたって計i泌された。 1824{ドには銀行業務を兼

営することとなったが，資本金50万ドルのうち少くとも10万ドルは化学部門

にあてることになっていた。最初は!日 Morrison工場で生産がおこなわれ

たが， 1825年に新工場が建設され，大規模な生産に入ったのしかし1830年こ

ろから営業の中心は次第に銀行業務に移り， 1844年に会社の認可期限が終了

した際に化学部門については更新されず¥1850年に清を完了したの銀行業

務はその後 ChemicalNational Bankとして存続した。

次に，染料製造業から硫階製造へと進んだ事例としてはニュージャージー

州 Shadysideの HudsonRiver Dye Wood Mills とマサチューセッツ川

Bellericaの TalbotDye W orks がある。前者については染料三1~:業そのもの

の開始時期その他詳細;工不明であるが，後者は1840i'ドに創業，その製品たる

ロッグウッド¥インディゴは有名であったといわれている。 1853年に化学製

品の製造に進出し{Jfrt:散，胆禁，緑華字等，染色業で必要とされる化学薬品の

すべてを供給したといわれる。当時の染料はすべて天然染料であったから染

料製造とはいっても，のちの合成染料の場合とはことなって，その生産過程

は化学的過程ではなく，大部分が粉砕，抽出といった物理的過程であった。

したがってこの場合の化学部門への進出はむしろ染料と同一需要分野ある媒
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勢荊，染色助剤などへの製品の多様化という意味でなされたものと考えられ

る。

次にやや 1"1をひく事例としては，このようなアメリカにおける硫酸工業の

導入にあたって雇傭された外聞人技術者が独立してみずから工場をもつに至

った例である。前掲の第2表のうち， Kalbfleisch， Grasselli，および Coch

ranがこれに属する o

Martin Kalbfleischはオラン夕、、人でフランスで、教育を受けたのち， 1825 

1Fに NewYork Chemical Manufacturing Co. の工業建設の監督を担当

し，完成後は総支配人として の掠業にあたった。 1829年に同社を退職

し，最初ニューヨークで鼠i料の製造をおこなっていたが， 1835年にコネチク

カット州町村geportに移転した!擦に製造の範囲をひろげて硫酸その他の無

|幾駿，各種の金属;塩類の生産を1，)[1始したのその後工場は再びブ、ルックリンに

移転したが， 1860年ころの硫酸の生産能力は週に約135トン，鉛室の規模は

長さ 270フィート阪50ブイ{ト，労働者数70ないし80名といわれ，おそ

らくアメリカで最大の化学工場のひとつであったと推測される(1l)。

Eugene Ramiro Grasselliは中位以来イタリーで医薬，化学薬品，火薬な

どの製造業を?きんでいた一族の出である。彼の父はストラースプールやマン

ハイムで化学工場を経営していた。ストラースプールおよびハイデルベルク

の大学で化学を学び，その後しばらく父の工場で実地の経験をつんだのち，

Grasselli は1837にアメリカに渡り， フィラデルフィアの Farr& ~Knnzi 

に職を得た。 1839年に退職し1:ド西部における工業の将来性に着目してシンシ

ナチに硫酸工場を開いた。当時の鉛室の規模はi隔30フィ…ト，長さ 165フィ

ートであったといわれる。硫酸のほか明饗，で硝，のちには塩酸，硝酸，ア

ンモニアなどを生産し，工業用化学薬品の分野で永くアメリカ有数の化学企

業として存続したが，のちに1928年に duPontより買収された。

Alexander Cochranはスコットランド出身で化学技術についての正規の

学肢はないが同地の化学工場でりさ地の経験をつみ， 1847年に渡来， 1849年に

マサチューセッツチ11の TalbotDye Worksに招かれ，そこでの統酸工場の
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建設および完成後の操業の監督を担当した。 1859年に独立してマサチューセ

ッツ州 Malden に工場を開き硫酸および塩酸の生産を開始した。それ以後

ニューイングランド、の綿工業を主たる市場とする化学薬品の製造を続け，

1917:9三に MerrimacChemical Co.に合併されるまで存続した。

以上のほか1853年頃に硫酸その他の化学薬品の製造を開始した Merrimac

Manufacturing Co. は，綿工業から化学部門へと進出した倒として法目さ

れる。 i可社は 1822年に資本金 60万ドノレで Lowellに設立された紡演と織布

を統合した綿業会社で，アメリカ綿工業の中核をなすいわゆる「マサチュー

セッツ型Jの代表的な例であるが，漂白および染色工程に使用する化学薬品

の自給を目的として1853年ころから硫酸その他の製造を開始した。のちに

1863 :iJ三に Eatonの Woburn Chemical W orks を合併するとともに，そ

の化学部門を MerrimacC hemical Co. として分離した。同社はニューイ

ングランド地方の有数の化学企業として存続し，のち1929年に Monsananto

Chemical Co.に合併された。

また， 1832年にパ'レチモアに設立された Davison，Kettlewell & Co.は

設立当初から牝踊殻や獣骨を硫離で、処理して肥料を製造することを目的と

しそのための硫酸製造をおこなったもので，のちに19胆:紀後半，アメリカ

の最大の硫酸消費部門のひとつとなった過憐敵石灰工業の先駆をなしたもの

である。

以上アメリカにおける硫酸工業の成立について，その初期の状況を知り得

る 1í1'~りみてきたが，それによればアメリカにおける鉛室法硫酸工業は18t!t紀

末に導入されて以来，綿工業をr:l=1心とする近代工業の成立過程のうちにその

発展の基盤を見出しつつ， 19世紀中葉までには東部諸州を中心としてあるて

いどの成長をとげた。当時の生産の状態を数;量的に示し得る統計は得られな

いが，硫酸の輸入の一応の状況が知られる 1824年以降ーについてみると，そ

の輸入量(12)はほとんどとるに足らないものであることから，少くとも併し酸に

関する限り，閣内需製をほぼ完全に自給し得たものといってよいであろう。

しかしこれまでみたところからも知られるように 19世紀中葉までのア
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メリカ化学工業の生産部門は硫酸のほかは硝酸，塩酸，各種の金属塩，顔料，

医薬などの諸部門からなっていた。これらはその製造の過程で直接または間

援に併し酸を使用するものが大部分を占めてし、る。また顔料のみはやや性格を

異にするが，その他はその用途からみて種類は多様で、あるが生産量は比較的

少なく，手工業的方法で製造されたと考えられる。したがって個々の企業の

生産部門，そしてまた化学工業全体の部門編成も，その中心に最も大量的か

っ基礎的な生産部門として鉛室法硫酸部門が位置し，これと原料的に直接ま

たは間接の関連をもっ t述のような諸部門が配置されるという形態をとっ

た。すなわち，ここには硫駿とともに当時のイギリス化学工業の基幹部門を

構成したソーダおよび11同粉部門の存在がみられない。このように当時のアメ

リカ化学工業がその基幹部門においてイギリスのそれといちじるしくことな

った構造をもつものとして成立した原f，Qは次の点にあると考えられる。

一般に近代化学工業成立の前提条件をなすものは，化学製品の大量的消虫

剤lflうとしての機械制綿工業の孤立であるといってよいが，後進資本主義国の

J易fT，それがただちに閣内における化学工業の成立発展のための充分条件と

はなり得ない。すなわちそこでは綿工業 I~I 体が先進国イギリスの優勢な綿工

業との競争下にあって，相対的に小さな規模のものにならざるを得ず，した

がって化学工業に対して相対的に狭除な国内市場しか創出し得ないが，しか

もそれだけではなく，この化学製品の狭騒な国内市場すらもより高い生産力

水準をもっイギリス化学工業によって支配される可能性が大きいからであ

る。アメリカ綿工業が の成立をとげ本務的な発展期に入るのはおよそ

18401'fころとみてよいであろうが， このころにはさきにもみたように，イギ、

リス化学工業はすでに欧界市場において圧倒的な優位を点めていた。したが

って成立まもないアメザカ化学工業にとってはイギリスの化学製品との競争

はその発展にとって大きな重圧であった。この場合当然、考えられる保護関税

も綿工業をはじめ化学製品の消費部門と利害が相反することになり，おそら

くそのためであろうが，実擦には効果をもつほど高率なものにはならなかっ

た(13)。したがってアメリカにおし、ては綿工業の発展にともない当時もっとも
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大量的に消費された化学製品なるソーダ灰およびi阪粉の生産はイギリス製品

に圧倒され，ついに工業的規程ではおこなわれるに宝らなかった。なおこの

ほか副次的な原因として考えられるのはアメリカでは当時，木灰から製造さ

れる粗製炭酸カリウム (potash)が大量に生産されていたことである。これ

はただ単に木材を焼いて得た灰を水で浸出，泌;過し，その泌1疫を加熱，濃縮，

結品化して得られるもので，きわめて小規模かつ原始的な方法で、あり，化学製

品というよりむしろ林産物というべきであろうが，開拓地の農家の部業とし

て植民地時代からひろくおこなわれ，国内のガラス工業や石鹸製造業の原料

として用いられただけで、なくヨーロッパにも輸出された。 1831年当時にもな

お約1万トン，価格にして約93万ドルが輸出されており，1850年には569箇所

の製造場があり，生産額は約 140万ド町ルといわれている(4)。炭酸カリウムは

その化学的性質は炭酸ナトリウムと類似しており，用途においてソーダJlJ(に

代替し得る場合が多いから，その農寓tJ:.供給源を陣内にもっていたアメリカ

ではそれがソータ工業の成立を遅らせる要因のひとつになったことは奇定で

きない。

ところで，先進国イギリスの化学製品との競争という困難な条件の下で硫

酸部門のみがルプラン法ソーダ、およびn出粉との関連をもつことなしに成立し

得たのは，さきにもふれたように硫酸の化学的性質がその輸送を閤難なもの

にし，それがイギリス製品との競争を遮断するような作用をもったためで、あ

る。当日寺硫酸は藤巻きのガラス容器詰で輸送されていたから，被損の危険が

多く，しかも破損した場合にはそれ自体の損失にとどまらず，他の積荷や船

~lllにも大きな損害を与えた。したがって硫酸を輸送する場合には高率の保険

料が諜せられ，これが硫酸の輸送14(をいちじるしく高いものとした(5)。ソー

ダと附粉の場合には存在しないこの特殊条件の放に，アメリカの硫酸工業は

イギリス製品との競争を直接こうむることなく，ソーダ， lIiJy粉部門との関連

を欠いた構成と棲小な規模にとどまりながらなお成立の余地を与えられたの

であった。
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〔註〕

(1) W. Haynes， Am巴ricanChemical Inclustry， A History， vol. 1， p. 154. 

(2) J. L. Bishop， A History of American Manufactures from 1608~1860 ， 

vol. 2， p. 360. 

(3) ibicl. p. 474. 

(4) ibicl. pp. 474~476 によりi'F成。

(5) Haynes， op. cit. p. 409， p. 418. 

(6) ibicl. p. 177. なお，これ以下の絞述の典拠はとくに註記したしたものをぞ

き， ibicl. pp. 175~187. による。

(7) 社名または経営者名は硫酸製造開始当時のものをかかげた。

(8) Haber， op. cit. p. 52. 

(9) ibicl. p. 4. 

(lq Hayn巴S によれば FalT& Kunzi とは別に Pow巴l'S& Weightmannなる

企業が存在し1825年から硫酸製造をおこなったとしているが (Haynes，op. cit. 

p. 180.)この企業は当時は存在せず1847年に FalT& Kunziの後継会社とし
て設立されたものであり(ibicl，pp， 213~214) ，あきらかに誤りである。

Ull Bishop， op. ci t. pp. 195~ 196. 

似) 硫般の総入filについて下記の統計ーがある。

(Haynes， op. cit. p. 407) 

1824年 58，732封皮 1，700 F'ノL

18321'1三 16 313 

18411，'1'- 548 39 

1851王f 5，240 149 

1861年 11，405 386 

ただし1824年， 1832年は硫隊創を含むとされる。 1封度当りの仙i11誌がL、ちじる

しく変化している点， 1;信言!叡阪し英難主恥し、が総入j昂応

けは推2凱泌!時tされよう弘。
側 当時の附粉、ソー〆!火，給品ソーダの関税取は以下のとおりである。(日ayn巴s.

op.cit. p. 432司 p.433.) 

晒 粉 ソーダ阪 総I171ソーダ

1842年 1封度当り lセント 従 imi 5% 従 illli 20% 

1846:4三従前li 10% グ 10% グ グ

1857年グ 4% グ 4% グ 15%

(14) Haynes， op. cit. pp. 160~ 164. 

U5) ibicl. p. 175. 

なおソー夕、、や晒粉についてはイギリスの船舶はアメリカからの輸入穀物の輸送

の往路を利用し，事実上パラスト代用とみなされたから運賃ははるかに低廉で‘あ

ったたといわれる。 Haber，op. cit. p. 143. 
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む す び

以上述べたところを要約すれば次のようになろうっ

綿工業における機械制生庄の確立は繊維の化学J'i':J処理工税にもちいられる

各種の化学製品に対する需要を急激に拡大した。これに対応して従米この目

的のために使用されていた天然物質に代替するより抵廉かつ大量的な化学薬

品の製造法が考案され，工業化された。近代化学工業はかくして世界で最初

に産業革命を経過したイギリスにおいてまず成立した。そしてその慕幹部門

をなしたのは鉛室法硫酸，ルプラン法ソーダ， nlJg粉の三部門であった。この

ようにして成立したイギリス化学工業はおよそ1840年ころから1890年ころに

至るまで世界の化学工業の中心を占め，いわゆる世界の工場としての自閣の

綿工業が創出した化学製品に対する巨大な園内市場をもっぱら支配しただけ

でなく化学製品の世界市場における庄倒的な優位を確保した。

先進悶イギリスから機械制生産を導入することによりアメリカに近代的綿

工業が出現したことは近代化学工業の成立のため前提条{i!二が一応形成された

ことを意味した。そして， 191止紀初頭以降，綿工業その他化学製品の大量消

費部門の地域的分布とほぼ対応して，ベ 1部大西洋沿岸諸州，ニューイングラ

ンドに，鉛室法硫酸部門てど中核とする化学工業企業が出現しはじめ， 191止紀

中葉には覚、の確立をみた。これらの初期のアメザカ化学工業企業は綿工業

の場合とはことなりほとんどすべてが個人企業またはパートナーシップの形

態をとっていた。またこれらの初期の化学工業資本家の前身は広義の薬品類

の商人であることが多かったのすなわちアメリカにおける商人資本の産業資

本への転化の具体的形態のひとつをここにみることができる。さらに外閏人

技術者がやがて独立して化学工業資本家となった事例も若干みられるが，導

入技術によって発足したアメリカ化学工業の成立与1育を象徴するものといえ

よう。

ところで，このようにして成立したアメリカ化学工業は，す勺にt!t界市場

に圧倒的な優位にあったイギリス化学工業との競争に直面せざるを得なかっ
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た。アメリプJ綿工業それ自体がイギリス綿工業との競争のドに相対的に小さ

な規模しかもち得ず，したがってそれが創出する化学製品に対する市場は狭

院なものにならざるを得なかったが，その狭院な市場をめぐってアメリカ化

学工業は，より高い生産力水準をもっイギリス化学工業との競争を余儀なく

された。したがって当時のアメリカ化学工業はイギリスのそれにくらべては

るかに媛小な規模しかもち得なかっただけではなく，ルプラン法ソーダおよ

び‘刷粉両部門を欠き，イギリスとの競争が比較的少かった鉛室法硫酸部門の

みを基幹部門とする政行的編成をもたざるを得なかった。

ところで，このような初期のアメリカ化学工業の実態についてはなお不明

な点が多い。以上述べたところも，多くの推測をまじえざるを得なかった。

これらの解明については今後の課題としたい。さらに，このようにして成立

したアメリカ化学工業が19世紀後半にどのような発達を示したか。ソーダお

よびiI同粉部門との関連をもたず、に成立した鉛室法硫酸工業がその後において

どのような諸部門との関連をもちつつ，どのような発展を示したかびあるい

はまた，アメリカにおけるソーダ工業の成立はどのような経過をたどってな

しとげられたか。これらの諮問題についてはこれを続稿においてあきらかに

したい。



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 5.827 x 8.268 インチ / 148.0 x 210.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20070925214812
       595.2756
       a5
       Blank
       419.5276
          

     Tall
     1
     0
     No
     303
     200
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     0.0000
     Top
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     22
     23
     22
     23
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



